
 

                                                                                            

（西暦）    2018 年  10 月  13 日 
 

錦秀会インフュージョンクリニックを受診された患者さまへ 
 

当院では下記の臨床研究を行っています。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供される 

ことを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

研究課題名 
（受付番号/承認番号） 

炎症性腸疾患（IBD）領域における「レミチェック Q」の有用性の検討 

当院の研究責任者 
（所属・職位） 

有光晶子 （医療法人錦秀会インフュージョンクリニック 医長） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任

者 

伊藤裕章 （医療法人錦秀会インフュージョンクリニック 院長） 

本研究の目的 

抗 TNFα製剤の有効性は血中濃度に依存的で、二次無効の主な原因は血中

トラフ濃度の低下であることは広く知られており、血中濃度のモニタリングが

長期の効果維持に有用であるが、わが国では実臨床では困難な状況であ

る。慢性関節リウマチ（RA）領域で使用されている「レミチェック Q」（血中濃度

1μg/ml 以上か未満か判定できる迅速キット）を血中 IFX トラフ濃度の予測根

拠として使用し、IBD 領域における実臨床での有用性を検討する。 

調査データ 

該当期間 
2018 年 10月 11 日～2023 年 10 月 10 日 

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる患者さま 

当院にて IFX 維持治療中の IBD 患者さま 

●方法 

レミケード投与直前の採血時、研究用に２㏄程多めに採血させてください。 

「インフリキシマブキット レミチェック Q（製造販売；株式会社 LSI メデイエン

ス）」による定性検査、エラーを少なくするためにおひとりにつき 2回別々のタ

イミングで検査実施いたします。 

●利用する情報 

上記レミチェック Qの検査結果と、電子カルテに記載のある診療記録、検査

データを利用させていただきます。 

試料/情報の 

他の研究機関への

提供 

および提供方法 

他の機関への試料・情報の提供はありません。 

 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削

除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も

患者さまを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません 

お問い合わせ先 

所属・職位：錦秀会インフュージョンクリニック 医長 

担 当 者：有光晶子（アリミツショウコ） 

電   話：06-6359-2123 

備考 

 

 

 



 


